
【2号通信】 

 平成18年7月 18日 

日本行動療法学会第32回大会ならびに 

第 30回行動療法研修会のご案内 

テーマ：行動療法の先端性と一般性 

 

１．会 期：  平成18年 10月 23日（月）・24日（火）・25日（水）  

 

２．会 場：  品川区立総合区民会館“きゅりあん” 

東京都品川区東大井5－18－1 

℡ 03-5749-4100 

  アクセス 

  ▼電車の場合  

    JR東京駅→JR京浜東北線「大井町駅」下車 徒歩1分 

▼飛行機の場合 

羽田空港→京浜急行「品川駅」下車→JR京浜東北線に乗換え「大井町駅」下車  徒歩1分 

 

３．大会概要  

 

▼大会テーマ：『行動療法の先端性と一般性』  

 

▼会長講演 ：『バイオフィードバック療法と行動療法』 東邦大学教授  坪井康次 

 

▼特別講演 ：『認知療法の現在と展望』     慶應義塾大学教授   大野裕 

『行動療法の現在と展望』     北海道医療大学教授 坂野雄二 

 

▼教育講演 ：『特別支援教育と行動療法』    兵庫教育大学教授   柘植雅義 

 

▼内山記念賞受賞講演 ：『児童における自己陳述と不安症状の関連』 

                   宮崎大学 石川信一 

             

▼準備委員会企画シンポジウム ： 

Ⅰ.『心の理論への行動分析的アプローチ』 

司会者：小林重雄（ノートルダム清心女子大学） 

話題提供者：奥田健次（桜花学園大学）山本淳一（慶応大学）、大六一志（筑波大学）、 

井上雅彦（兵庫教育大学）、久野能弘（中京大学） 

 



Ⅱ.『新時代の認知行動療法-電子媒体を用いて-』 

司会者：坪井康次（東邦大学）、坂野雄二（北海道大学） 

話題提供者：福井至（東京家政大学）、Eams Douglas（東京サイバークリニック）、 

中川彰子（川崎医科大学） 

 

Ⅲ.『生活習慣病と認知行動療法』 

司会者：佐々和義（兵庫教育大学）、熊野宏昭（東京大学） 

話題提供者：鈴木伸一（広島大学）、木村穣（関西医科大学）、熊野宏昭（東京大学） 

指定討論者：足達淑子（あだち健康行動学研究所） 

 

 

▼自主シンポジウム 

『子供に対する認知行動療法の実践：ペアレント・トレーニングの現状と課題』 

司会者：佐藤正二（宮崎大学） 

話題提供者：免田賢（仏教大学）、立元真（宮崎大学）、 

温泉美雪（横浜市南部地域療育センター） 

指定討論者：濱口佳和（筑波大学） 

 

 

▼一般演題・ケーススタディーの申し込みは締め切らせていただきました。 

 （発表論文集原稿の締め切りは7月31日です。） 

 

 

▼ワークショップ（第30回行動療法研修会） 

研修会は３時間単位のワークショップ形式として，複数のテーマを設定し，大会スケジュールと 

平行して開催します．申し込みの締め切りは8月31日です.詳細は別紙をご参照下さい. 

                        

 

    ▼懇親会 

    大会２日目（10月 24日）午後５時３０分より、６階大会議場にて立食形式の懇親会を予定して 

おります。ホームページ（http://www.doc-japan.com/jabt32/）にて登録するか、同封の用紙に必

要事項をご記入の上，FAXにてお送りください．参加費用は8月31日までにお支払いください． 

http://www.doc-japan.com/jabt32/


４．大会参加申し込み  

大会参加・懇親会参加のお申し込みは大会ホームページ（http://www.doc-japan.com/jabt32/） 

にて登録するか、同封の用紙に必要事項をご記入の上，FAXにてお送りください． 

参加費用は8月31日までにお支払いください．  

  

※申し込み締め切り  

 発表論文集原稿・・・・・・・・・・・・・7月31日（月） 

  大会参加事前申し込み・懇親会・・・・・・8月31日（木） 

  参加費事前振込み期限・・・・・・・・・・8月31日（木）  

  ワークショップ申込締め切り・・・・・・・8月31日（木） 

 

 ５．諸費用  

　　　　　　　　　　　会員 　　　　　　　　　　非会員

予約参加 当日参加 予約参加 当日参加

大会参加費（一般） 6,000円 7,000円 7,000円 8,000円

大会参加費（学生） 4,000円 5,000円 4,000円 5,000円

懇親会費(一般） 　　　　　　　　　　 7,000円                      7,000円

懇親会費(学生） 　　　　　　　　　 　5,000円 　　　　　　　　　　 5,000円

研修会費 　　 １つのWorkshopにつき5,000円 　　 １つのWorkshopにつき5,000円

大会論文集                      3,000円                      3,000円  

※自主シンポジウム企画者・一般演題とケーススタディの発表者、共同演者は会員に限ります. 

※非会員の方が自主シンポジウムの演者となる場合，当該シンポジウムのみ参加の場合は  

参加費は不要ですが，それ以外のプログラムに参加する場合は，参加費が必要となります．  

 

振込先 

三菱東京UFJ銀行 蒲田支店（１１７） 普通 ２２２０００６ 

行動療法学会３２ 代表 坪井康次 （ｺｳﾄﾞｳﾘｮｳﾎｳｶﾞｯｶｲ 32 ﾀﾞｲﾋｮｳ ﾂﾎﾞｲｺｳｼﾞ） 

 

６．連絡先  

 ※大会に関するお問い合わせ  

日本行動療法学会第32回大会準備委員会  株式会社ドゥ・コンベンション 

〒101-0063 東京都千代田区神田淡路町2-23 アクセスお茶の水ビル5F 

TEL：03-5289-7717 / FAX：03-5289-8117 

E-mail: doc@apricot.ocn.ne.jp   URL：http://www.doc-japan.com/jabt32/ 

 

※入会に関するお問い合わせ  

  日本行動療法学会事務局  

  〒716-0018 岡山県高梁市伊賀町８ 吉備国際大学社会福祉学部臨床心理学科内  

  TEL/FAX 0866－22－3593  

  E-mail：JABT04_6＠kiui.ac.jp    URL：http://wwwsoc.nii.ac.jp/jabt/ 

http://www.doc-japan.com/jabt32/
mailto:doc@apricot.ocn.ne.jp
http://www.doc-japan.com/jabt32/


10/23（月） 大ホール 小ホール ｲﾍﾞﾝﾄﾎｰﾙAB ｲﾍﾞﾝﾄﾎｰﾙCDE 大会議室 第２講習室
9:00

10:00 ケーススタディー WS

シンポジウムⅠ ① 加藤哲文

11:00 小林重雄 ケーススタディー

書籍販売 ②

12:00

喫茶コーナー

13:00 ケーススタディー ケーススタディー ケーススタディー

③ 器械展示 ④ ⑤

14:00

15:00 シンポジウムⅡ WS

自主シンポジウム 坪井康次 坂本久恵

16:00 佐藤正二 坂野雄二

10/24（火） 大ホール 小ホール ｲﾍﾞﾝﾄﾎｰﾙAB ｲﾍﾞﾝﾄﾎｰﾙCDE 大会議室 第２講習室
9:00 一般演題（口頭）

①

10:00 会長講演 一般演題(ﾎﾟｽﾀｰ) WS

教育講演 ① 免田賢

11:00 柘植雅義 一般演題（口頭）

② 書籍販売

12:00

総会 喫茶コーナー

13:00

内山記念賞受賞講演 器械展示

14:00

一般演題(ﾎﾟｽﾀｰ) WS

15:00 シンポジウムⅢ ① 堀越勝

佐々和義

16:00 熊野宏昭

17:00

18:00 懇親会

10/25（水） 大ホール 小ホール ｲﾍﾞﾝﾄﾎｰﾙAB ｲﾍﾞﾝﾄﾎｰﾙCDE 大会議室 第２講習室
9:00 特別講演（大野）

10:00 特別講演（坂野） 一般演題(ﾎﾟｽﾀｰ) WS

特別対談 ② 石井朝子

11:00 一般演題（口頭） 一般演題（口頭） 書籍販売

③ ④

12:00 喫茶コーナー

13:00 器械展示

14:00 一般演題(ﾎﾟｽﾀｰ) WS 中級研修会

② 津田彰

15:00

16:00

※　各セッションの日時・会場は変更する可能性がございます。最新のスケジュールを大会ホームページにてご確認下さい。

在籍時間

在籍時間



日本行動療法学会第32回大会準備委員会 株式会社ドゥ・コンベンション 宛 

 FAX：03-5289-8117 

 

 

大会参加申込書 （8月 31日締切） 

 

 

 

 

１．大会に参加する方は全員記入して下さい   

 

氏名 （ふりがな）               （               ） 

 

所 属：                                       

 

（ 会員 ・ 非会員 ）  （ 一般 ・ 学生 ） ←該当箇所に○をつけて下さい 

        会員番号（会員の方のみ）                         

 

 

連絡先 （ 自宅 ・ 勤務先 ）←いずれかに○を付けてください  

 

  住 所：                                   

TEL：                FAX：                 

 E-mail：                                  

  

 

 

２．該当箇所をすべてチェックしてください  

 

□ 大会に参加する    □ 懇親会に参加する  □ 発表論文集を購入する 

 

 

 

  

 

  



 

＜第 30回行動療法研修会のお知らせ＞ 

 

日本行動療法学会第32回大会  

会長 坪井康次  

 

 日本行動療法学会第３２回大会を,１０月２３日（月）から２５日（水）の３日間，品川区立

総合区民会館“きゅりあん“で開催させていただくこととなりました。学会と並行して、第３

０回行動療法研修会として３日間にわたり６つのテーマのワークショップを開催いたします。

各領域で活躍中の講師による行動療法，認知行動療法の実践的なワークショップとなっており

ます。ワークショップのみの参加も受け付けておりますので，ふるってご参加ください。 

 

１．会 期： 平成18年 10月 23日（月）・24日（火)・25日（水）  

２．会 場： 品川区立総合区民会館“きゅりあん”  東京都品川区東大井5－18－1 

℡ 03-5749-4100 

  アクセス 

  ▼電車の場合  

   JR「東京駅」→JR京浜東北線「大井町駅」下車 徒歩1分 

▼飛行機の場合 

羽田空港→京浜急行「品川駅」下車→JR京浜東北線に乗換え「大井町駅」下車   

  徒歩1分 

 

３．参加費用：１つのワークショップにつき５，０００円 

 

４．申し込み方法 

 ①大会ホームページ（ ）にて申し込みください．http://www.doc-japan.com/jabt32/  

またFAXでの申し込みも受け付けています.（同封の申し込み用紙に必要事項をご記入

の上、お送りください） 

②各ワークショップとも定員になり次第，締め切りとさせていただきます。 

③申し込まれた方全員に参加テーマ，費用確認のご連絡を致します。 

④内容を確認後，以下の口座に参加費をお振込みください。 

 

 ※参加費の振込みは必ず９月１日以降にお願いします。 

※振込みの際に、参加者の名前の始めに「WS」をつけてお振込み下さい。 

（例：WS ﾂﾎﾞｲｺｳｼﾞ） 

 

５．振込先 

三菱東京UFJ銀行 蒲田支店（１１７） 普通口座 ２２２０００６ 

行動療法学会３２ 代表 坪井 康次 （ｺｳﾄﾞｳﾘｮｳﾎｳｶﾞｯｶｲ 32 ﾀﾞｲﾋｮｳ ﾂﾎﾞｲ ｺｳｼﾞ） 

http://www.doc-japan.com/jabt32/


 

 

 

開催日 時間 テーマ 定員

① 機能的アセスメント

講師　上越教育大学　加藤哲文

② 高次脳機能障害者のﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝへの行動療法的ｱﾌﾟﾛｰﾁ

講師　神奈川リハビリテーション病院　坂本久恵

③ ペアレント・トレーニング

講師　仏教大学　免田賢

④ 強迫性障害と行動療法

講師　筑波大学　堀越勝

⑤ 弁証法的行動療法

講師　東京都精神医学総合研究所　石井朝子

⑥ ヘルスプロモーションと行動療法

講師　久留米大学　津田彰

１４：００～
１７：００

　９：００～
１２：００

１３：００～
１６：００

10/23
（月）

10/24
（火）

10/25
（水）

　９：００～
１２：００

１４：００～
１７：００

　９：００～
１２：００

５０名

５０名

５０名

５０名

５０名

５０名

 

 

６．その他注意事項 

○ 申込者御自身の都合によるキャンセルでは、返金いたしかねます． 

○ 参加実績を臨床心理士の研修ポイント（臨床心理士教育・研修規定別項２条―３）と

して申請される予定の方は、規定により６時間以上の研修が必要ですので、必ず２つ

以上のワークショップをお申し込みください． 

 

○ 参加費の振込みは必ず９月１日以降にお願いします. 

○ 振込みの際に、参加者の名前の始めに「WS」をつけてお振込み下さい。 

（例：WS ﾂﾎﾞｲｺｳｼﾞ） 

 

７．お問い合わせ先  

日本行動療法学会第32回大会準備委員会  株式会社ドゥ・コンベンション 

〒101-0063 東京都千代田区神田淡路町2-23 アクセスお茶の水ビル5F 

TEL：03-5289-7717 / FAX：03-5289-8117 

E-mail: doc@apricot.ocn.ne.jp   URL：http://www.doc-japan.com/jabt32/ 

mailto:doc@apricot.ocn.ne.jp
http://www.doc-japan.com/jabt32/


日本行動療法学会第32回大会準備委員会 株式会社ドゥ・コンベンション 

 FAX：03-5289-8117 

 

ワークショップ参加申込書 （8月 31日締切） 

 

 

氏名 （ふりがな）               （               ） 

 

所 属：                                       

 

（ 会員 ・ 非会員 ）  （ 一般 ・ 学生 ） ←該当箇所に○をつけて下さい 

        会員番号（会員の方のみ）                         

 

連絡先 （ 自宅 ・ 勤務先 ）←いずれかに○を付けてください  

 

  住 所：                                   

TEL  ：                FAX：                 

 E-mail：                                  

  

参加希望ワークショップ 

 

テーマ 参加希望のものに○を記入

①機能的アセスメント

②高次脳機能障害者のﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝへの行動療法的ｱﾌﾟﾛｰﾁ

③ペアレント・トレーニング

④強迫性障害と行動療法

⑤弁証法的行動療法

⑥ヘルスプロモーションと行動療法

  申し込み数合計 件  

 

 

 

 



発表論文集原稿作成要領 
 

論文集原稿の提出期限は 2006年 7月 31日（消印有効）です． 
 

提出原稿 

●準備委員会企画シンポジウムの演者･･････････････････････B５版１枚 

●自主シンポジウムの企画者（企画趣旨）と演者･･･････…･･･B５版１枚 

●一般演題（口頭・ポスター），ケーススタディーの発表者･･･B５版２枚 

 

１．論文の構成 

原則として，研究の問題と目的，方法，結果，考察，文献などの項目に分けて記述し，学術論文の要 

件を満たしてください． 

 

２．原稿用紙と記入方法 

 （１） 原稿は B５版２ページです（シンポジウムは１ページ）．B５版上質普通紙を使用してください． 

お送りいただいた原稿をそのまま印刷いたします． 

 

 （２） 原稿はワードプロセッサを使用（手書き不可）し，別紙の体裁にて作成してください．なお， 

     ページは印字しないでください． 

 

 （３） 図･表の合計面積は全体の 1／3 を超えないようにしてください．また，図表は論文原稿に直接 

記入するか，白紙に黒で書いたものを貼り付けてください．なお，原稿はそのまま印刷しますの 

     で図表が不鮮明にならないようにご注意下さい． 

 

３．個人情報の保護 

論文原稿作成の際には，個人情報保護法を遵守してください 

 

４．提出部数および提出先 

原稿は，編集作業用として 2 部，印刷用として１部，計３部を，折らずに，簡易書留にて下記住所まで送

付してください．なお，お送りいただきました原稿の訂正・返却できません．訂正のある場合は，発表時に

各自で正誤表を配布してください 

 

 

日本行動療法学会第 32 回大会準備委員会 

〒143-8541 東京都大田区大森西 6-11-1 

東邦大学医学部心身医学講座 

Tel：03-3762-4151(代表) Fax：03-3762-7547 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【 １枚目】

16 mm 16 mm

20mm

20 mm

36－39行

21-22文字（９ポイント）

B５用紙

6 mm

タイトル（18ポイント）
副 題 （9ポイント）
氏 名 （9ポイント）
所 属 (9ポイント)

１行あける
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【 ２枚目】

16 mm 16 mm

20mm

20 mm

42－45行

B５用紙

6 mm

21-22文字（９ポイント）

- 3 - 




